
キャンプ初心者の家族向けに、自然に触れながらテント設営や火おこしなど普段
できないことを体験し、日常のありがたさや家族で協力することの大切さ、防災
意識を高めることを目的としています。

第６回ちば講座アワード事例調書

麗澤の森でデイキャンプ体験

力を合わせて
テントを設営

実施日：全９回（R4. 10/22、12/17、R5.5/27、8/26、9/23、10/21、
11/18、R6.5/25、8/24）、参加者数：のべ274人、参加費（1組）￥8,800
１０時～１４時の４時間で、テント設営、遊びや製作、火おこし、キャンプ飯
づくり、昔ながらの火おこしなどを体験していただきます。

成果…知識として「知っている」ことから実際に体験することで「できた！」という経験に
変わり、それを家族と共有したり協力することで、よりきずなが深まったとの感想が多い。
課題…不自由さと楽しさ、快適さのバランスの調整と内容のマンネリ化の防止。

ねらい

内容

参加者の声

ファイアスターター
の火花でパッと火が
ついてびっくり！

キャンプ飯は、手軽だけどお
いしいものや、ちょっと難し
いけれど協力すればできるも
のなど、毎回工夫を凝らして
います。一度体験しておくと
非常時にも役立ちます！

昔ながらの摩擦での
火おこしは、

大人も子供も熱中！

子供と一緒に楽し
い思い出が出来ま
した。ピザがとて
も美味しかったで
す！お家でも作り
ます♪

火おこしの難し
さから、出来た
時の達成感が良
かった！

どれも家でやるとなると大変でな
かなかトライできませんが、先生
やスタッフの方もいて、とても安
心できました。親も気持ちに余裕
があったので（もし家族だけで行
うとなると気持ちに余裕が持てな
かったかも…）、小さなことを気
にせず、笑顔で子供と取り組むこ
とができました。

お米を１合炊くのが
こんなに大変とは！
家族で協力しての作
業が楽しかった。

SDGｓを意識した
遊びやゲームを
テント内で実施
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